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表紙の写真：「うんてん  きをつけて！」 南部こども園児が呼びかけ

決算特別委員会を設置、主な議案、議案質疑など



歳入合計 ２０７億３，５０７万５，１５１円

歳出合計 ２０２億９，６３２万４，８８６円

歳入合計
207億3,507万5,151円

歳出合計
202億9,632万4,886円

その他（5.1％）
10億5,084万1千

諸支出金（4.1％）
8億2,275万5千

地方譲与税（1.4％）
2億9,875万5千

地方特例交付金
（0.3％）
6,180万1千

分担金・負担金（1.0％）
2億1,537万3千

市税市税（14.914.9％）％）
30億9,434万4千30億9,434万4千
市税（14.9％）
30億9,434万4千

地方交付税地方交付税（46.646.6％）％）
96億9,654万1千96億9,654万1千
地方交付税（46.6％）
96億9,654万1千

国庫支出金国庫支出金（8.78.7％）％）
17億9,765万6千17億9,765万6千
国庫支出金（8.7％）
17億9,765万6千

県支出金県支出金（5.75.7％）％）
11億8,175万9千11億8,175万9千
県支出金（5.7％）
11億8,175万9千

財産収入（0.2％）
4,330万3千

繰入金（3.2％）
6億7,208万9千

繰越金（2.5％）
5億2,346万8千

市債（10.3％）
21億2,614万5千

議会費（1.1％）
2億2,729万2千

衛生費（6.7％）
13億6,720万3千

労働費（1.1％）
2億1,724万9千

農林水産業費（7.3％）
14億7,193万1千

商工費（1.0％）
2億460万1千

土木費（9.0％）
18億2,940万4千

消防費（5.3％）
10億8,270万6千

災害復旧費（0.1％）
2,423万

総務費総務費（10.910.9％）％）
22億1,008万3千22億1,008万3千
総務費（10.9％）
22億1,008万3千

民生費民生費（24.424.4％）％）
49億5,720万3千49億5,720万3千
民生費（24.4％）
49億5,720万3千教育費教育費（8.48.4％）％）

16億9,643万9千16億9,643万9千
教育費（8.4％）
16億9,643万9千

公債費公債費（20.620.6％）％）
41億8,522万9千41億8,522万9千
公債費（20.6％）
41億8,522万9千

平成23年度の決算額を認定

平成23年度一般会計の決算状況

202億9,632万円

105億8,298万円

〈一般会計歳出決算額〉

〈特別会計歳出決算額〉
平
成
24
年

　

第
3
回
定
例
会

平
成
24
年

　

第
3
回
定
例
会

平
成
24
年

　

第
3
回
定
例
会

　

９
月
定
例
会
は
９
月
７
日（
金
）か
ら
28
日（
金
）ま
で
22
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
に
市
長
か
ら
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
議
案
19
件
、
認
定
13
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の

結
果
、全
て
の
案
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
９
月
19
日（
水
）、
20
日（
木
）に
行
わ
れ
、
12
人
の
議

員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

国東市民１人当たりでみてみると…

207億3,507万５千円－202億9,632万５千円

＝４億3,875万円
差引４億3,875万円には、4,908万５千円の繰越明許費繰越額を含みますので、
実質的な繰越は３億8,966万５千円となります。

歳  入 歳  出

差  引

（単位：円）

（単位：円）
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市税（14.9％）
30億9,434万4千

地方交付税（46.6％）
96億9,654万1千

国庫支出金（8.7％）
17億9,765万6千

県支出金（5.7％）
11億8,175万9千

総務費（10.9％）
22億1,008万3千

民生費（24.4％）
49億5,720万3千教育費（8.4％）

16億9,643万9千

公債費（20.6％）
41億8,522万9千

算出に用いた人口は、31,743人（平成24年３月31日現在の住民基本台帳人口）

市民１人当たりが負担した税… ９万7,481円

市民１人当たりに使われたお金（一般会計）… 63万8,627円

平
成
24
年

　

第
3
回
定
例
会

国東市民国東市民１１人人人当たり当たりでみてみると…でみてみると…国東市民１人当たりでみてみると…国東市民１人当たりでみてみると…

市民税（個人・法人）
35,232 円
軽自動車税
2,677 円

固定資産税
53,622 円

その他
22 円

市たばこ税
5,928 円

議会費
７‚160円
議会費
７‚160円

総務費
69‚624円
総務費
69‚624円

民生費
156‚166円
民生費
156‚166円

衛生費
43‚071円
衛生費
43‚071円

農林水産業費
46‚370円
農林水産業費
46‚370円

商工費・労働費
13‚289円
商工費・労働費
13‚289円

土木費
57‚631円
土木費
57‚631円

消防費
34‚108円
消防費
34‚108円

教育費
53‚442円
教育費
53‚442円

公債費
131‚847円
公債費
131‚847円

諸支出金
25‚919円
諸支出金
25‚919円

市議会の運営に要する経費 市の全般的な管理経費や地域振興な
どの各種イベントや選挙などの経費

高齢者、障がい者、児童福祉など住
民福祉の増進にかかる経費

健康診断や予防接種などの保健衛生
関係、ゴミ処理などの環境衛生関係
の経費

農業振興などに要する経費 商工業や観光振興などに要する経費

道路や河川の維持管理・改良、区画
整理や都市計画に要する経費

住民生命や財産を守るための救急活
動や消防のための経費

学校教育、生涯学習、スポーツ、文
化財保護などの関係経費や図書館運
営に要する経費

平成23年度決算

国東市議会だより 28号3



（単位：千円）

（単位：千円）

住宅新築資金等貸付事業

国東市立国東自動車学校

国民健康保険事業

介護保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療事業

簡易水道事業

公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

浄化槽設置事業

特別会計合計

区　　分
決 算 額 歳入歳出差引

①歳入額 ②歳出額 ①－②

区　　分
決 算 額 歳入歳出差引

①歳入額 ②歳出額 ①－②

6,043

66,866

4,499,986

3,623,191

329,768

418,804

609,463

485,838

681,415

42,169

2,235

10,765,778

3,850

58,300

4,427,651

3,595,621

316,186

417,485

580,327

473,728

666,218

41,387

2,233

10,582,986

2,193

8,566

72,335

27,570

13,582

1,319

(※1)   29,136

12,110

15,197

782

2

182,792

国東市工業用水道事業

国東市民病院事業

34,812 

0 

3,261,966 

3,776,655 

収益的

資本的

収益的

資本的

28,676 

0 

3,403,252 

3,863,212 

6,136

0

△ 141,286

△ 86,557

（※１）4,400万円の繰越明許費繰越額を含みますので、実質的な繰越は２億4,736万円となります。

（※2）△１億4,128万６千円には、病院改築や医療機器等の購入に伴う消費税等２億1,752万５千円が
含まれるので、この臨時的な費用を除けば、7,623万９千円の黒字となります。

(※2) 

平成平成2233年年年度　特別会計の決算状況度度　特別会計の決算状況平成23年度　特別会計の決算状況平成23年度　特別会計の決算状況

平成平成2233年年年度度度 公営企業関係公営企業関係係の決算状況の決算状況平成23年度　公営企業関係の決算状況平成23年度　公営企業関係の決算状況

国東市議会だより 28号 ４



　

市
民
税（
個
人
）と
純
固
定
資
産
税
の
収
入
未
済

が
前
年
よ
り
増
え
た
理
由
は
。

　

大
口
の
滞
納
者
が
１
件
増
え
、
そ
の
年
税
額
が
、

国
東
市
固
定
資
産
税
全
体
の
約
１
・
８
％
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
の
た
め
前
年
度
と
比
べ
て
大
幅
な
減

収
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
税（
個
人
）の
滞
納
繰
越
分
の
不
能
欠
損
額

（
約
４
８
０
万
円
）の
件
数
と
欠
損
認
定
に
至
っ
た

経
緯
は
。

　

居
所
不
明
10
人
、
生
活
困
窮
者
14
人
、
生
活
保

護
の
受
給
に
よ
る
時
効
の
成
立
８
人
、
財
産
が
な

い
と
判
明
し
た
も
の
13
人
、
会
社
倒
産
５
社
、
調

査
の
結
果
出
国
と
判
明
し
た
も
の
８
人
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
処
分
停
止
を
行
い
３
年
の
時
効
を
迎
え

た
も
の
及
び
訪
問
徴
収
を
行
っ
て
い
た
が
小
額
納

付
の
た
め
や
む
を
得
ず
時
効
を
迎
え
た
も
の
が
52

人
で
す
。

　

庁
舎
等
敷
地
借
地
料
が
前
年
よ
り
上
が
っ
た
理

由
と
内
訳
は
。

　

平
成
22
年
度
ま
で
は
土
地
の
借
地
料
に
か
か
る

固
定
資
産
税
を
、
地
目
で
あ
る
雑
種
地
の
評
価
に

よ
り
一
律
算
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度

か
ら
は
、
現
況
の
駐
車
場
用
地
や
庁
舎
用
地
な
ど
、

使
用
用
途
に
応
じ
た
評
価
に
基
づ
い
て
算
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
固
定
資
産
評
価
額
と
固
定

資
産
税
額
が
上
昇
し
、
借
地
料
が
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
支
払
う
相
手
は
14
人
で
す
。

　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
年
に
何
回
開
催
か
。

不
用
額
の
理
由
は
。

　

有
識
者
と
し
て
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
副

学
長
を
招
き
、
市
内
の
企
業
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
代
表
者
15
人
で
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
会
は

２
回
開
催
し
「
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」、「
行
財

政
緊
急
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
報
償

辞
退
や
都
合
に
よ
る
欠
席
に
よ
り
不
用
額
が
生
じ

ま
し
た
。

　

市
長
交
際
費
の
用
途
は
。

　

市
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
市
長
な
ど
が

市
を
代
表
し
、
外
部
の
個
人
ま
た
は
団
体
と
の
交

際
に
要
す
る
経
費
で
あ
り
、
市
長
交
際
費
支
出
基

準
に
基
づ
き
支
出
し
て
い
ま
す
。
区
分
は
、
会
費
、

祝
費
、
弔
費
な
ど
７
項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
事
業
の
使
用
率
が
18
・
７
％
で
あ
る
。
市

民
が
国
東
市
民
で
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
う
な
表
彰

制
度
を
検
討
し
て
は
。

　

国
東
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
11
月
３
日（
文
化
の

日
）に
表
彰
し
て
い
ま
す
。
国
東
市
表
彰
条
例
と
は

別
に
、
も
う
少
し
要
件
を
緩
や
か
に
し
た
感
謝
状

な
ど
の
贈
呈
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

出
産
祝
金
の
費
用
対
効
果
は
。
県
下
の
状
況
は
。

　

妊
婦
健
診
な
ど
の
交
通
費
を
補
助
す
る
考
え
で
、

出
産
し
た
全
員
に
３
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
２
０
１
人
に
６
０
３
万
円
支
給
し
ま

し
た
。
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
ま
た
経
済
的
子
育
て
支
援
の
一
助
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
県
下
で
は
日
出
町
と
玖

珠
町
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

平成23年度　特別会計の決算状況

平成23年度　公営企業関係の決算状況

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

―
９
月
13
日
・
25
日
・
26
日―

　

平
成
23
年
度
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会（
野
田
忠
治
委
員
長
）を
設
置
し
、

審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
決
算
13
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
認
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

A

A

QA Q

Q

A AQA Q

A QQ

 

一
般
会
計

国東市議会だより 28号５



親になることへの心構えを学んだ
プレママ・プレパパスクール

　

プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル
の
回
数
、
参

加
人
数
と
そ
の
効
果
は
。

　

昨
年
10
月
か
ら
事
業
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
３
回

実
施
し
、
の
べ
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
終
了
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
や
出
産
前
か
ら
子
育
て
に
関
す
る
心
の
準
備

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て
い
ま
す

　

生
活
保
護
法
に
よ
る
福
祉
事
務
所
嘱
託
医
の
人

員
、
医
療
分
野
、
業
務
内
容
、
利
用
人
数
の
内
訳
は
。

　

現
在
、
福
永
胃
腸
科
外
科
医
院
の
院
長
に
、
精

神
科
医
は
日
出
町
の
真
那
井
診
療
所
の
院
長
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
病
院
か
ら
提
出
さ
れ
た
医
療

要
否
意
見
書
に
つ
い
て
、
患
者
の
今
後
の
診
療
見

込
、
診
療
期
間
な
ど
を
審
査
し
た
り
、
オ
ム
ツ
な

ど
の
支
給
が
適
正
か
、
通
院
に
か
か
る
移
送
費
支

給
は
妥
当
か
、
就
労
が
可
能
か
な
ど
を
審
査
し
ま

す
。

　

昨
年
度
は
、
入
院
医
療
審
査
93
件
、
入
院
外
医

審
査
５
５
９
件
、
治
療
材
料
給
付
、
施
術
の
審
査

27
件
、
移
送
費
支
給
審
査
38
件
、
オ
ム
ツ
な
ど
の

使
用
審
査
１
０
４
件
で
計
８
２
１
件
で
す
。

　

ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
料
の
内
容
と
入
札
方

法
は
。

　

収
集
運
搬
業
者
数
は
３
業
者
で
、
委
託
料
は

６
、８
９
２
万
８
千
円
、
入
札
方
法
は
指
名
競
争
入

札
で
す
。

　

新
規
作
物
導
入（
オ
リ
ー
ブ
）事
業
補
助
金
は
、

オ
リ
ー
ブ
だ
け
な
の
か
。

　

オ
リ
ー
ブ
は
平
成
19
年
に
国
東
市
合
併
記
念
樹

と
し
て
新
規
作
物
導
入
を
検
討
し
、
遊
休
農
地
の

解
消
な
ど
を
観
点
に
県
と
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
国
東
事

業
部
と
協
議
し
適
正
品
目
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
オ
リ
ー
ブ
以
外
の
品
目
の
助
成
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

県
営
圃
場
整
備
事
業
償
還
金
助
成
に
つ
い
て
、

５
億
８
、
５
６
８
万
円
を
一
括
償
還
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

　

ま
ず
、
平
成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
実
質
公
債

費
比
率
が
前
年
度
比
で
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

て
、
14
・
１
％
に
な
り
、
将
来
負
担
比
率
も
前
年

度
比
で
15
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。
ま
た
、

後
年
度
の
利
子
相
当
分
、
6
年
間
で
約
1
、９
４
５

万
６
千
円（
1
年
間
平
均
：
約
３
２
４
万
３
千
円
）

が
軽
減
し
ま
し
た
。

　

豊
後
牛
魅
力
創
出
対
策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

こ
れ
で
Ｐ
Ｒ
で
き
た
の
か
。

　

牛
肉
の
美
味
し
さ
に
関
与
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｄ
遺
伝
子

の
保
有
状
況
を
調
査
し
、
牛
肉
の
旨
み
成
分
、
オ

レ
イ
ン
酸
を
多
く
含
む
美
味
し
い
豊
後
牛
を
創
り

出
せ
る
繁
殖
雌
牛
を
見
極
め
、
効
率
的
に
保
留
、

生
産
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
県
の
補
助
金
で
す
。

１
頭
は
「
能
力
が
高
い
」、
も
う
１
頭
は
「
中
程
度

で
あ
る
」
と
良
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

ア
ナ
グ
マ
捕
獲
器
購
入
費
（
１
８
３
、７
５
０
円
）

の
内
容
は
。

　

昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
野
菜
、
果
物
な
ど
の
被
害

AA

AA

QQ

Q A Q

A QA Q

Q

※

１
※

２

※

１  

実
質
公
債
費
比
率

　

公
債
費（
地
方
債
の
元
利
償
還
金
及
び

一
時
借
入
金
の
利
子
の
合
計
額
）に
よ
る

財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
も
の
。
比
率
が

高
い
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
、
18
％
以
上
の

団
体
は
引
き
続
き
地
方
債
の
発
行
に
国
の

許
可
が
必
要
で
、
25
％
以
上
の
団
体
は
一

般
事
業
な
ど
の
起
債
が
制
限
さ
れ
る
。

※

２  

将
来
負
担
比
率

　

公
社
や
出
資
団
体
も
含
め
、
自
治
体
が

将
来
支
払
う
可
能
性
が
あ
る
負
債
の
一
般

会
計
に
対
す
る
比
率
。

用 語 解 説用 語 解 説
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昨年度設置された
アナグマなどの捕獲器

が
増
加
し
、
市
民
の
目
撃
証
言
だ
け
で
特
定
で
き

ず
、
国
東
市
で
は
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
ア

ラ
イ
グ
マ
の
疑
い
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
捕
獲
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
、
格
子
の
網
目
が
細
か
く
、

容
易
に
作
動
す
る
仕
掛
け
を
備
え
た
小
型
の
箱
わ

な
を
購
入
し
ま
し
た
。（
３
６
、７
５
０
円（
税
込
）

／
１
基
・
５
基
購
入
）。
平
成
24
年
２
月
か
ら
導
入

し
、
８
月
末
ま
で
に
約
30
頭
の
ア
ナ
グ
マ
が
捕
獲

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
委
託
料
の
目
的
、

内
容
、
委
託
先
は
。

　

教
員
や
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

う
時
間
を
増
や
し
、
子
ど
も
の
社
会
力
向
上
と
学

力
向
上
、
住
民
な
ど
の
学
習
成
果
の
活
用
機
会
の

拡
充
、
地
域
教
育
力
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
３
つ
の
事
業
に
分
か
れ
て
お
り
、
月
１

回
小
学
生
を
対
象
に
公
民
館
な
ど
で
行
う
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」、
週
１
回
、
小
学
生
を
対
象
に
学

校
を
中
心
に
行
う
「
放
課
後
学
び
の
教
室
」、
学
習

支
援
な
ど
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
持
っ
た
地
域

人
材
を
派
遣
す
る
「
学
校
支
援
事
業
」
で
す
。
委

託
先
は
国
東
市
協
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

（
会
長
：
山
本
泰
光
教
育
長
）
で
す
。

国
東
市
立
国
東
自
動
車
学
校
特
別
会
計

　

形
式
収
支
は
黒
字
だ
が
、
繰
越
金
が
あ
っ
て
の

黒
字
で
単
年
度
収
支
は
９
７
２
万
３
千
円
の
赤
字

で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
年
度
も
赤
字
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
対
策
は
。

　

教
習
生
を
増
や
す
た
め
、
合
併
以
降
更
新
さ
れ

て
い
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
定
に
取
り
組
み
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
の
教
習
生
募
集
を

今
後
も
行
い
ま
す
。
卒
業
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
高
齢
者
講
習
受
講
生
へ
の
教
習
生
紹
介
依
頼

な
ど
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

負
担
金
の
不
用
額（
約
１
億
６
、６
１
３
万
円
）の
内

容
は
。

　

平
成
22
年
度
の
給
付
費
実
績
見
込
額
と
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
込
額
を
根
拠
に
予
算
編
成
し

ま
し
た
が
、
実
績
が
下
回
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
う
ち
介
護
療
養
型
医

療
施
設
の
利
用
者
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　

本
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、
今
回
付
託
を

受
け
ま
し
た
、
認
定
第
１
号
「
平
成
23
年
度
国
東

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
認
定
に
つ
い
て
」
か
ら

認
定
第
13
号
「
平
成
23
年
度
国
東
市
民
病
院
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
ま

で
の
認
定
議
案
13
件
で
す
。

　

委
員
会
は
、
９
月
13
、
25
、
26
日
の
３
日
間
開

催
し
、
執
行
部
か
ら
副
市
長
以
下
関
係
職
員
の
出

席
を
求
め
、
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
詳
細
説
明

を
受
け
た
後
、
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
順
次
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

採
決
に
あ
た
り
、
討
論
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
13

件
と
も
討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
質
疑
に
対
し
て
は
通
告
制
を
採
用
し
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
生
放
送
も
実
施
し
ま
し
た
。

通
告
制
及
び
生
放
送
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

議
会
と
執
行
部
が
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
正

確
に
誠
意
あ
る
対
応
を
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
事

日
程
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
反
省
点
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

是
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
是
正
し
、
内
容
の
充
実
し

た
委
員
会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長　

野
田　

忠
治

《
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
》

《
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
》

A Q

A Q A Q

 

特
別
会
計

国東市議会だより 28号７



一般会計補正予算

特別会計補正予算

３億８，８６０万１千円を追加
補正後予算総額は　１８８億１，６９４万４千円
【補正予算の主な事業】
●不活化ポリオワクチン予防接種委託料　　　
●次世代を担う園芸産地整備事業　　　　　　
●農山漁村活性化プロジェクト支援補助金
●青年演劇振興事業委託料
●農地災害復旧工事　
●道路橋りょう災害復旧工事　　　

652万円
2,281万円
9,000万円
1,160万円
1,288万円
1,649万円

●住宅新築資金等貸付事業　　　
●国東市立国東自動車学校　　　
●国民健康保険事業
●介護保険事業
●介護サービス事業
●国東市後期高齢者医療事業
●簡易水道事業
●公共下水道事業
●特定環境保全公共下水道事業
●農業集落排水事業
●国東市民病院事業

219万円
△384万円
5,083万円
3,827万円
△545万円
△294万円
1,973万円
1,122万円
△369万円
79万円

1,001万円

平
成
23
年
度
決
算
の
認
定
以
外
の
議
案
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。議
案
質
疑

は
９
月
13
日（
木
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
東
九
州
自
動
車
道
北
九
州
〜
大
分

　

〜
宮
崎
間
の
平
成
26
年
度
ま
で
の

　

全
線
開
通
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
26
年
度
ま
で
に
完
成
す
る
他
の

区
間
と
一
体
的
な
供
用
を
図
る
た
め
、

供
用
予
定
を
前
倒
し
て
、「
佐
伯
〜
蒲
江

間
」
を
平
成
26
年
度
ま
で
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
や
築
上
〜
宇
佐
間
を
平
成
26
年

度
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
衆

参
両
議
院
議
長
や
内
閣
総
理
大
臣
な
ど

に
求
め
る
も
の
で
す
。

■
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る「
地
方

　

財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」

　

の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
の
一

定
割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与

す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る

仕
組
み
」
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
を

衆
参
両
議
院
議
長
や
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
に
求
め
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
主
な
議
案

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
主
な
議
案

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
主
な
議
案

議
員
が
提
出
し
た
意
見
書

2
件
を
可
決

議
員
が
提
出
し
た
意
見
書

2
件
を
可
決
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条　

例

そ
の
他

国
東
市
温
泉
宿
泊
施
設
の
設
置
及
び
管
理

条
例
の
制
定

　

平
成
25
年
度
か
ら
国
見
町
の
「
あ
か
ね
の
郷
」

と
「
渓
泉
」
に
指
定
管
理
制
度
を
導
入
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

国
東
市
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
全
部
改
正

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
医
療
費
の
一
時
的
立
替

払
い
に
よ
る
経
済
的
負
担
や
、
仕
事
を
休
ん
で
申

請
に
行
く
こ
と
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療

費
の
一
部
を
こ
れ
ま
で
の
償
還
払
い
方
式
に
加
え

て
、
現
物
給
付
方
式
で
助
成
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

国
東
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

　

関
連
す
る
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
防
災
会
議

の
所
掌
事
務
に「
防
災
に
関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
」

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
計
画
の
作
成
・

実
施
推
進
に
あ
た
り
多
様
な
意
見
を
反
映
で
き
る
よ

う
委
員
構
成
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
東
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

関
連
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
電
気
自

動
車
の
急
速
充
電
設
備
を
対
象
火
気
設
備
等
の
対

象
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、
急
速
充
電
設
備
を
設

置
す
る
際
の
位
置
や
構
造
、
管
理
に
つ
い
て
新
た

に
定
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

財
産
の
無
償
貸
付

　

市
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
国
東
市

国
見
町
岐
部
に
あ
る
築
堤
式
養
殖
池
及
び
附
属
施

設
（
旧
く
る
ま
え
び
養
殖
場
）
を
く
に
さ
き
漁
業

合
同
会
社
に
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。（
無
償
貸

付
の
期
間
：
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

９
月
30
日
ま
で
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

平
成
24
年
12
月
31
日
に
前
任
者
の
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
次
期
委
員
候
補
者
と
し
て
次
の
方
が

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

<
国
見
町>　

有
定　

恭
司　

氏

<
武
蔵
町>　

豊
田　

信
敏　

氏

　

青
年
演
劇
振
興
事
業
費
寄
附
金
は
ど
こ
か

ら
の
寄
附
金
か
。

　
　
　

株
式
会
社
ウ
ィ
ル
・
ド
ゥ
（
塩
屋
俊
代
表

役
）か
ら
事
業
協
賛
寄
附
金
と
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

青
年
演
劇
振
興
事
業
の
内
容
は
。

　

来
年
度
に
「
豊
後
国
際
演
劇
祭
」（
大
分

県
主
催
）
が
開
催
予
定
で
、
そ
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
11
月
24
日（
土
）

に
大
分
県
出
身
の
俳
優
・
映
画
監
督
で
あ
る

塩
屋
俊
氏
が
主
宰
す
る
俳
優
養
成
所
の
生
徒

た
ち
が
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き
で
演
劇
「
ロ
ミ

オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
上
演
し
ま
す
。
出

前
講
座
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

A Q

A Q

議
案
質
疑

議 

案 
質 
疑

市長（左）と演劇祭について話す塩屋俊監督（中央）ら

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
な
ど
主
な
議
案

国東市議会だより 28号9



用 語 解 説用 語 解 説

　

海
抜
標
識
測
量
業
務
委
託
料
の
設
置
数
と

設
置
条
件
は
。

　

現
時
点
で
１
９
５
カ
所
、
そ
の
う
ち
市
道

に
１
６
９
カ
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
市
道

に
あ
る
九
電
柱
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
の
概
ね
海
抜
10

ｍ
以
下
に
あ
る
電
柱
を
基
本
に
し
て
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
、
区
長
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
希
望
の
設
置
個
所
を
決
め
て
い

た
だ
い
て
、
市
が
現
地
調
査
し
、
設
置
可
能

な
電
柱
な
ど
を
選
考
す
る
予
定
で
す
。

　

電
波
戸
別
受
信
機
等
購
入
費
で
１
台
あ
た

り
の
単
価
と
購
入
予
定
台
数
は
。

　

単
価
は
３
万
５
千
円
、
１
５
５
台
（
武
蔵

地
区
30
台
、
安
岐
地
区
１
２
５
台
）
を
購
入

予
定
で
す
。

　

空
き
家
の
電
波
個
別
受
信
機
は
回
収
し
て

い
る
の
か
。

　

貸
し
出
す
と
き
に
借
用
書
を
書
い
て
も
ら

い
、
市
内
か
ら
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
返

却
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
死
亡
の

と
き
は
福
祉
事
務
所
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

返
却
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
管
理

者
が
県
外
に
い
た
り
し
て
連
絡
が
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全
て
返
却
と
い
う

こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

青
年
就
農
給
付
金
の
対
象
者
の
状
況
と
市

の
指
導
状
況
、
途
中
で
離
農
し
た
場
合
の
取

扱
い
は
。

　

対
象
者
は
13
個
人
と
１
夫
妻
で
す
。
国
東

市
就
農
サ
ポ
ー
ト
会
議
（
構
成
：
東
部
振
興

局
、
大
分
県
農
協
国
東
事
業
部
、
市
農
政

課
、
市
農
業
委
員
会
）
が
農
地
や
施
設
の
紹

介
、
技
術
援
助
、
経
営
計
画
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
給
付
金
は
年
２
回
の
前

払
い
で
す
の
で
、
６
カ
月
分
を
も
ら
っ
た

後
、
途
中
で
離
農
す
れ
ば
残
り
の
期
間
分
は

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

※　

青
年
就
農
給
付
金

　

国
か
ら
の
交
付
金
で
行
う
事
業

で
、
新
規
就
農
す
る
人
に
農
業
を
始

め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
最

長
５
年
間
、
個
人
の
場
合
年
間

１
５
０
万
円（
夫
妻
の
場
合
は
年
間

２
２
５
万
円
）を
給
付
す
る
。

　

独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
原

則
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
や
、
自
ら

作
成
し
た
経
営
開
始
計
画
に
即
し
て

主
体
的
に
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
る
。

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
委
託

料
と
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成
金
に

つ
い
て
、
各
１
回
の
費
用
、
助
成
金
額
、
想

定
人
数
は
。

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
１
回

８
，９
０
０
円
（
手
数
料
・
事
務
費
含
）
で
す
。

こ
れ
は
、
法
律
に
基
づ
く
予
防
接
種
で
、
全

額
市
の
負
担
で
す
。
対
象
は
生
後
３
カ
月
か

ら
90
カ
月
児
で
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数

に
よ
っ
て
必
要
回
数
が
違
っ
て
き
ま
す
。
想

定
人
数
は
実
数
で
約
３
２
０
人
、
の
べ
約

８
１
５
人
で
す
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
75
歳
以

上
が
対
象
で
、
１
回
が
７
，０
０
０
円
か
ら

８
，０
０
０
円
、
１
人
に
１
回
の
み
３
，０
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。
想
定
人
数
は
接
種
率
を

６
割
と
見
込
み
、
11
月
か
ら
助
成
開
始
と
し

て
、
２
，２
７
５
人
で
す
。

　

市
単
独
住
宅
騒
音
防
止
対
策
工
事
補
助
金

の
内
訳
と
対
象
者
は
。

　

国
の
助
成
を
受
け
て
防
音
工
事
を
実
施
し

た
住
宅
の
ド
ア
と
部
屋
の
防
音
サ
ッ
シ
の
取

替
工
事
が
対
象
で
す
。
今
回
、
1
件
分
、
50

万
円
の
補
正
で
す
。

A

AAA QQQ

AA Q Q

Q
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全国むら芝居サミットのポスター

　

次
世
代
を
担
う
園
芸
産
地
整
備
事
業
の
内

容
は
。

　

国
東
町
北
江
に
整
備
予
定
の
小
ね
ぎ
団
地

の
簡
易
土
地
基
盤
整
備
と
ボ
ー
リ
ン
グ
が
目

的
で
す
。
事
業
主
体
は
㈲
池
辺
電
機
（
大
分

市
）
が
国
東
市
に
設
立
し
た
㈱
キ
ン
グ
フ
ィ

ー
ル
ド
で
、
総
事
業
費
４
，５
６
３
万
２
千

円
に
対
し
て
、
県
が
12
分
の
５
、
市
が
12
分

の
１
補
助
し
ま
す
。

　

地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
助
成
事
業（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
）の
内
容
と
対
象
者
数
は
。

　
「
第
７
回　

全
国
む
ら
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
」
を

国
東
市
で
開
催
し
ま
す
。
１
９
０
万
８
千
円

の
補
助
金
で
財
源
内
訳
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
金
１
２
０
万
円
、
市
負
担
金
70
万
８
千

円
で
す
。
国
東
市
演
劇
祭
実
行
委
員
会
（
会

員
：
34
人
）
が
実
施
し
、
10
月
20
日（
土
）、

ア
ス
ト
く
に
さ
き
で
開
催
し
ま
す
。

　

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交

付
金
の
内
容
は
。

　

国
東
町
北
江
に
整
備
予
定
の
小
ね
ぎ
団
地

の
ハ
ウ
ス
建
設
費
で
す
。
事
業
主
体
は
大
分

県
農
業
農
村
振
興
公
社
で
、
2
2
，4
9
7
㎡

の
土
地
に
19
棟
の
ハ
ウ
ス
を
建
設
予
定
で

す
。
事
業
費
１
億
２
千
万
円
で
、
国
が
６
千

万
円
、
県
が
２
千
万
円
、
市
が
１
千
万
円
、

事
業
主
が
３
千
万
円
を
負
担
し
ま
す
。

　

事
業
完
了
後
は
㈱
キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
が

事
業
主
体
と
リ
ー
ス
契
約
を
し
、
小
ね
ぎ
を

生
産
し
ま
す
。
リ
ー
ス
契
約
は
14
年
で
、
リ

ー
ス
料
完
納
後
、
㈱
キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に

無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

　

企
画
費
職
員
手
当
等
の
時
間
外
勤
務
手
当

が
当
初
予
算
額
に
近
い
補
正
で
あ
る
。
理
由

は
。

　

補
正
の
全
額
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
テ
レ
ビ
「
も

て
も
て
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
」
の
収
録
に
関

す
る
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
で
す
。

　

乾
し
い
た
け
種
駒
助
成
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
生
産
者
の
数
と
受
付
の
状
況
は
。

　

生
産
者
の
数
は
１
３
６
人
で
、
今
回
の
補

正
は
、
15
万
駒
以
上
生
産
す
る
12
人
を
除
い

た
１
２
４
人
が
対
象
で
す
。

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
生
産
者
小
組
合
に

対
し
説
明
会
を
行
い
、
交
付
申
請
時
期
や
支

払
関
係
を
説
明
し
ま
す
。

　

一
般
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
職
員
は
4
人

増
え
、
給
料
は
減
り
、
職
員
手
当
は
増
え
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

機
構
改
革
に
よ
り
一
般
会
計
分
の
職
員
が

４
人
増
え
ま
し
た
。
給
料
の
減
は
、
条
例
の

施
行
に
よ
り
平
成
24
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

４
級
以
上
の
職
員
に
対
す
る
給
料
削
減
の
た

め
で
す
。
手
当
の
増
は
人
事
異
動
に
よ
り
各

種
手
当
の
支
給
対
象
職
員
が
異
な
る
会
計
に

異
動
し
た
た
め
で
す
。

　

航
空
写
真
撮
影
委
託
料
に
つ
い
て
、
ど
の

範
囲
を
ど
の
よ
う
に
撮
影
す
る
の
か
。

　

総
額
50
万
円
で
市
内
10
カ
所
を
撮
影
す
る

予
定
で
す
。
１
カ
所
を
２
方
向
か
ら
撮
影

し
、
そ
の
撮
影
料
が
５
万
円
で
す
。

A Q

A QA Q A Q

A Q A Q

A Q
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事務事業、評価システムの
構築は

― 新行財政改革プランの中で事業の評価、見直しを行います ―

森　　正二 議員（市民クラブ）一 /般 /質 /問
　

後
年
度
の
行
財
政
運
営

　
　
　
　
　
　

・
改
革
に
つ
い
て

議
員

　

実
質
公
債
費
比
率
が
県
下
で
一
番
高
い

中
、
今
後
、
大
型
事
業
実
施
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
後
年
度
の
健
全
財
政

を
進
め
る
う
え
か
ら
も
、
事
務
事
業
の
評
価

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

新
し
い
時
代
と
対
応
し
た
行
財
政
運
営
を

進
め
て
い
く
た
め
、
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
中
で
、
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
を
サ

イ
ク
ル
と
し
て
、
単
年
度
ご
と
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
中
で
実
施

結
果
を
評
価
、
検
証
及
び
見
直
し
を
行
い
、

後
年
度
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

財
政
課
長
―

　

予
算
査
定
時
に
主
要
事
業
調
書
、
補
助
金

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
検
証
し
て
い
ま
す
。
決

算
に
お
い
て
も
事
業
評
価
が
示
せ
な
い
か
更

に
次
年
度
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

市
単
独
事
業
で
あ
る
「
安
岐
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
施
設
整
備
工
事
」
の
実
施
状
況
は
。
協

会
と
し
て
も
大
き
く
期
待
し
て
い
る
。

福
祉
事
務
所
長
―

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
使
い
勝
手
の

よ
い
施
設
を
目
指
し
、
プ
レ
ハ
ブ
の
休
憩
所

は
８
月
に
入
札
を
終
え
、
駐
車
場
の
整
備
は

10
月
を
目
処
に
入
札
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

学
校
廃
校
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

議
員

　

学
校
廃
校
地
の
中
で
、
校
舎
も
取
り
壊
し

を
行
っ
て
い
る
西
安
岐
小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
当
地
区
と
し
て
も
西
安
岐
地
区
各

種
役
員
協
議
会
を
発
足
さ
せ
て
、
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
育
て
、
活
性
化
を
図

ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
跡
地

利
用
に
対
す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
は
。

財
政
課
長
―

　

跡
地
に
つ
い
て
、
市
の
施
設
と
し
て
利
用

す
る
場
合
、
ま
た
企
業
誘
致
を
行
う
場
合
は

市
の
方
か
ら
地
元
の
区
長
さ
ん
な
ど
に
相
談

し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
地
元

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
で
き
る
だ
け
応
え
る
こ

と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
ま
す
。

　

西
安
岐
地
区
各
種
役
員
協
議
会
と
も
十
分

な
議
論
を
行
い
、
要
望
を
ま
と
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今後の利用方法が検討される旧西安岐小学校跡地

休憩所と駐車場の整備を進める安岐ゲートボール場
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特色のある若者定住策は
― 施策の公平性、必要性、費用対効果を

十分に検討する必要 ―

宮永　英次 議員（市民改革クラブ）一 /般 /質 /問

　

若
者
定
住
策
に
つ
い
て

議
員

　

急
速
に
進
む
過
疎
化
、
少
子
化
を
く
い

止
め
る
施
策
と
し
て
国
東
市
に
住
む
若
者

に
、
税
の
減
免
や
定
住
祝
い
ク
ー
ポ
ン
券

の
支
給
、
給
食
費
の
助
成
な
ど
の
若
者
定

住
策
は
で
き
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

若
者
定
住
策
は
本
市
の
将
来
を
左
右
す

る
重
要
な
施
策
と
し
て
認
識
は
し
て
い
ま

す
が
、
税
の
公
平
性
の
見
地
か
ら
減
税
や

転
入
者
の
条
件
を
付
し
た
減
税
は
定
住
策

と
し
て
不
適
当
と
考
え
ら
れ
、
施
策
決
定

に
は
公
平
性
、
必
要
性
、
費
用
対
効
果
の

検
証
な
ど
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

議
員

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
雇
用
率
の
本
市
の
現
状
は
。

総
務
課
長
―

　

今
年
度
ま
で
過
去
５
年
間
、
法
定
雇
用

率
２
・
１
％
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

本
市
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の
基
本

的
な
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
―

　

就
労
支
援
の
強
化
と
し
て
障
が
い
者
の
一

般
就
労
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
に
あ
る
障

が
い
者
支
援
事
業
所
で
は
、
そ
の
人
た
ち
の

能
力
や
適
正
に
応
じ
た
訓
練
や
支
援
が
行
わ

れ
、
雇
用
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
本
市
と

し
て
は
障
が
い
者
雇
用
へ
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
働
き
た
い
思
い
を
支
援
し
、
働
く

喜
び
や
自
立
生
活
の
確
保
に
向
け
た
地
域
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

議
員

　

南
海
地
震
の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
た

が
、
防
災
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

総
務
課
長
―

　

県
の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
受
け
、
市

と
し
て
の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
安
全

な
避
難
の
確
保
の
た
め
、
改
正
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
、
海
抜
表
示
板
の
更

な
る
整
備
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
向

け
た
防
災
士
の
養
成
事
業
と
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
員

　

９
月
２
日
の
防
災
訓
練
で
は
小
集
落
単

位
で
の
避
難
場
所
を
選
定
し
て
い
た
が
、

距
離
的
に
遠
く
、
体
の
不
自
由
な
方
に
は

参
加
が
困
難
で
あ
る
。
家
族
構
成
な
ど
実

態
の
把
握
が
で
き
て
い
る
隣
保
班
単
位
の

方
が
良
い
の
で
は
。

総
務
課
長
―

　

隣
保
班
ご
と
で
は
避
難
場
所
が
多
く
な

り
、
避
難
者
の
確
認
や
不
明
者
の
把
握
に

時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
区
長

さ
ん
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
場
所
の
決
定

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

避難路を確認しながら防災訓練
（9月 2日・国東町小原）
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総合支所のあり方は
　　旧町ごとの地域性を

― 本庁に専門職を配して、総合支所との研修とマニュアル化 ―

溝部　元生 議員（無会派）一 /般 /質 /問

　

総
合
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
員

　

総
合
支
所
で
の
上
下
水
道
の
相
談
や
手
続

き
が
で
き
な
く
な
っ
た
理
由
は
。

上
下
水
道
課
長
―

　

上
水
道
（
簡
易
水
道
）
は
今
ま
で
ど
お
り

行
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
組

織
の
変
更
に
よ
り
、
本
庁
上
下
水
道
課
工
務

係
の
所
管
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
分
担
金
や

管
渠
の
布
設
状
況
の
相
談
、
排
水
設
備
工
事

等
申
請
書
や
完
了
報
告
書
の
提
出
は
支
所
で

可
能
で
す
。
申
請
書
の
受
理
、
設
計
審
査
、

完
了
検
査
は
上
下
水
道
課
で
行
い
、
地
域
産

業
建
設
課
と
連
携
を
密
に
行
っ
て
い
き
、
誠

実
な
対
応
を
し
ま
す
。

議
員

　

本
庁
一
本
化
で
は
、
地
域
に
合
っ
た
対
応

が
で
き
な
い
と
思
う
が
。

上
下
水
道
課
長
―

　

排
水
設
備
組
合
と
の
関
係
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
は
安
岐
町
だ
け
が
存
続
し
て

お
り
、
工
事
の
申
請
や
完
了
報
告
書
の
受
け

取
り
は
今
ま
で
通
り
で
す
。

議
員　

　

対
応
の
で
き
る
職
員
の
配
置
を
。

市
長
―

　

支
所
で
受
理
し
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
本
庁
で

正
式
に
受
理
し
、
支
所
に
来
た
方
が
本
庁
ま
で

行
か
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
専
門
職
、
技
術
職
が
多
く
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
庁
で
設
計
審
査
を
す
る

体
制
で
す
。
市
民
に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う

に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
研
修
を
実
行
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
東
市
の
太
陽
光
発
電
の

　
　
　
　
　
　
　

状
況
に
つ
い
て

議
員

　

国
東
市
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
状
況
は
。

環
境
衛
生
課
長
―

　

九
州
経
済
産
業
局
や
九
州
産
業
保
安
監
督

部
へ
の
届
出
、
ま
た
電
力
会
社
へ
の
事
前
協

議
が
必
要
で
あ
り
、
市
へ
の
届
出
義
務
が
な

い
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は
把
握
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

議
員

　

大
分
県
企
業
局
や
杵
築
市
、
宇
佐
市
が
実

施
、
ま
た
市
内
で
も
学
校
な
ど
に
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
状
況
は
。

市
長
―

　

自
主
財
源
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
20
年

後
の
こ
と
や
天
候
に
よ
る
リ
ス
ク
も
あ
り
、

そ
れ
よ
り
も
市
有
地
を
公
募
し
、
手
数
料
収

入
を
考
え
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
試
案
中
の
段
階
で
す
。

環
境
衛
生
課
長
―

　

小
中
８
校
で
売
電
は
４
万
２
，０
０
０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
で
料
金
は
１
０
１
万
５
，０
０
０

円
で
す
。

国見町の伊美小学校校舎屋上に設置されたソーラーパネル
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※
自己保全農地の有効利用は
― 振興局やＪＡと連携しながら検討 ―

木田　憲治 議員（新世会）一 /般 /質 /問

　

農
業
振
興
に
つ
い
て

議
員

　

稲
作
農
家
に
対
し
て
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
の
巻
き
取
り
ラ
ッ
プ
代
の
助

成
を
し
て
は
ど
う
か
。

農
政
課
長
―

　

耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
刈
り
取
り
料

契
約
で
10
a
当
た
り
１
万
３
千
円
と
な
っ

て
お
り
ラ
ッ
プ
の
補
助
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
※
家
畜
用
に
飼
料
作
物
を
密
閉
し
て
発
酵
さ
せ
た
も
の

議
員

　

水
田
面
積
の
39
％
を
減
反
し
て
、
増
加

す
る
自
己
保
全
農
地
に
、
薬
草
の
栽
培
や
油

と
り
用
の
菜
種
の
推
進
は
で
き
な
い
か
。

農
政
課
長
―

　

地
域
の
強
い
要
望
が
あ
れ
ば
、
振
興
局

や
J
A
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
上
げ
、
採
油
業
者
の
紹
介
や
販
売

先
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員

　

国
東
市
の
花
で
あ
る
菜
の
花
を
遊
休
農

地
１
７
０
ha
を
利
用
し
て
菜
種
油
を
と
れ

ば
反
当
２
万
円
の
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る

の
で
市
の
総
力
挙
げ
て
農
家
に
訴
え
て
も

ら
い
た
い
が
。

農
政
課
長
―

　

農
業
再
生
協
議
会
の
中
で
議
論
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
行
政
に
つ
い
て

議
員

　

昨
年
の
観
光
交
流
事
業
と
し
て
「
新
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
国
東
」
と
し
て
福
岡
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
さ
れ
た
が
そ
の
後
の
効
果

と
今
後
の
方
向
は
ど
う
な
の
か
。

市
長
―

　

観
光
客
は
前
年
比
約
２
万
人
が
増
加
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成

や
整
理
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備
、

連
携
あ
る
い
は
地
域
ガ
イ
ド
の
養
成
、
お
も

て
な
し
研
修
、
食
の
魅
力
開
発
な
ど
を
中
心

に
市
内
の
観
光
施
設
や
観
光
関
連
事
業
所
へ

の
聞
き
取
り
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

議
員

　

観
光
大
使
、
松
前
ひ
ろ
子
さ
ん
、
湖
本

恭
子
さ
ん
へ
の
今
後
の
支
援
体
制
と
扱
い

は
ど
う
す
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
―

　

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て
も
ら

い
国
東
を
Ｐ
Ｒ
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
支
援
と
し
て
は
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
普
及
、

販
売
促
進
の
一
助
を
行
い
ま
す
。

議
員

　

合
併
し
て
７
年
も
な
る
の
で
市
を
代
表

す
る
歌
の
作
成
や
、
そ
れ
に
振
り
付
け
を

し
て
踊
り
を
す
る
な
ど
、
広
く
公
募
し
て

は
ど
う
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

商工観光課が作成した紹介冊子

国東市議会だより 28号15



国東市消防本部は
　旧国東中跡地を利用しては
― 現状の道路網では各種災害に対応すべき、
　　　　　　 緊急車両の通行が困難である ―

松本　剛弘 議員（創世会）一 /般 /質 /問

　

旧
国
東
中
学
校
跡
地

　
　
　
　
　
　
　

利
用
に
つ
い
て

議
員

　

消
防
本
部
は
旧
国
東
中
学
校
跡
地
を
利
用

で
き
な
い
か
。

消
防
長
―

　

国
道
ま
で
の
幹
線
道
路
の
整
備
が
必
要
と

な
り
概
算
１
億
４
，５
０
０
万
円
、
測
量
費

２
，０
０
０
万
円
、
さ
ら
に
用
地
費
、
補
償

費
な
ど
に
多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
東
本
署
は
、
安
岐

町
の
両
子
、
朝
来
地
区
を
管
轄
し
て
お
り
、

交
通
量
の
多
い
地
域
を
経
由
す
る
こ
と
に
な

り
、
現
状
の
出
動
態
勢
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

旧
国
東
中
跡
地
は
、
都
市
計
画
に
よ
り
第

２
種
低
層
住
居
専
用
地
域
と
い
う
こ
と
で
消

防
庁
舎
は
建
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

議
員

　

現
在
、
本
庁
舎
の
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
建
設
費
は
約
36
億
円
と
い
わ
れ
て

い
る
。
国
東
市
の
人
口
減
を
予
想
す
る
と
、

20
億
円
く
ら
い
で
も
立
派
な
庁
舎
が
で
き
る

と
考
え
る
。
そ
の
差
額
で
道
路
整
備
な
ど
も

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

消
防
長
―

　

財
政
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
と
い
う

観
点
で
活
用
可
能
な
市
有
地
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
額
の
財
政
負
担
が

生
じ
る
こ
と
、
さ
ら
に
旧
国
東
中
学
校
か
ら

で
は
住
宅
地
を
走
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
走

行
速
度
の
制
限
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
難
し

い
と
判
断
し
ま
し
た
。
国
東
本
署
は
第
１
出

動
と
し
て
安
岐
町
の
両
子
、
朝
来
地
区
も
管

轄
し
て
お
り
、
速
度
制
限
の
問
題
が
発
生
す

る
と
現
状
の
出
動
態
勢
の
維
持
が
困
難
に
な

り
ま
す
。

議
員

　

消
防
本
部
の
今
後
の
建
設
予
定
は
、
何
カ

所
か
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

消
防
長
―

　

候
補
地
と
し
て
は
２
、
３
カ
所
あ
り
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
名
寄
せ
、
そ
れ
か
ら
所
有

者
な
ど
の
割
り
出
し
は
し
て
い
ま
す
が
、
限

定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　

　

平
成
27
年
度
に
完
成
す
る
予
定
な
の
か
。

消
防
長
―

　

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
期
限
が
平
成
28
年

で
６
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
設
備
の
運
用
の
準
備
が
７
カ

月
必
要
で
す
。
本
年
度
中
に
特
定
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

旧国東中学校への進入路旧国東中学校の跡地
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児童、生徒の安全対策と
学力向上対策は

― 校舎、体育館の耐震工事は終了しました―

丸小野宣康議員（新風会）一 /般 /質 /問

　

児
童
、
生
徒
の

 　
　
　
　
　

安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
へ
の
支
援
と
し

て
会
員
の
制
服
な
ど
予
算
化
で
き
な
い
か
。

教
育
長
―

　

全
て
の
学
校
で
組
織
さ
れ
、
３
４
２
人
で

す
。基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。た
だ
、
傷
害
保
険
は
加
入
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
と
も
相
談
し
て
必
要
な
支
援
を
考

え
ま
す
。

議
員

　

不
登
校
、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
の
件
数
と

対
策
は
。

教
育
長
―

　

不
登
校
は
８
人
、
い
じ
め
は
１
学
期
調
査

で
１
０
３
件
報
告
が
あ
り
、９
月
10
日
現
在

93
件
が
解
消
、残
る
10
件
を
鋭
意
指
導
中
で

す
。虐
待
は
継
続
事
案
を
含
め
て
13
件
の
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
安
全
を
確

認
し
、
家
庭
訪
問
な
ど
丁
寧
で
慎
重
な
指
導

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

体
育
館
の
天
井
な
ど
落
下
防
止
対
策
は

で
き
て
い
る
の
か
。ま
た
、
遊
具
な
ど
の
安

全
点
検
は
。

教
育
次
長
―

　

校
舎
や
体
育
館
の
耐
震
工
事
は
完
了
し

ま
し
た
。天
井
材
や
照
明
器
具
、
窓
ガ
ラ
ス

な
ど
は
対
応
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。今
後
、

点
検
を
行
い
、
施
設
の
安
全
向
上
を
図
り
ま

す
。ま
た
遊
具
は
学
校
で
毎
月
安
全
点
検
日

を
設
け
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

津
波
な
ど
気
象
災
害
時
の
避
難
対
策
は
。

海
抜
１
m
の
竹
田
津
小
学
校
の
避
難
路
の

確
保
を
。

教
育
長
―

　

訓
練
を
通
し
て
指
導
者
の
危
機
意
識
と
、

児
童
生
徒
自
ら
、
津
波
な
ど
自
然
の
驚
異
を

自
覚
し
て
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

教
育
次
長
―

　

竹
田
津
小
学
校
に
つ
い
て
は
、学
校
、地
元

区
長
と
協
議
し
て
早
急
に
対
処
し
ま
す
。

　

学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

議
員

　

学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
実
施
し
た
の
か
。今
後
の
向
上
対
策

は
。

教
育
長
―

　

学
力
向
上
は
学
校
教
育
の
目
的
を
達
成

す
る
重
要
な
方
策
で
す
。全
て
の
学
校
関
係

者
、
教
員
な
ど
、
保
護
者
と
も
に
徹
底
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
、
学
力
を
伸
ば
す
有
効
な

方
策
で
す
。

　

荒
廃
樹
園
地
対
策
に
つ
い
て

議
員

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
地
な
ど
の
耕
作
放
棄

地
に
対
す
る
非
農
地
証
明
書
の
交
付
状
況
、

件
数
、面
積
は
。

農
政
課
長
―

　

国
営
、
県
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
面
積
は

１
，
２
４
２
ha
で
す
。平
成
21
年
か
ら
３
カ

年
の
現
地
調
査
で
農
地
復
元
不
可
能
な
土
地

に
非
農
地
通
知
書
を
発
行
し
ま
し
た
。そ
の

後
も
要
件
を
満
た
し
て
い
る
土
地
に
は
農
業

委
員
会
が
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
有
林
の
売
却
計
画
に
つ
い
て

議
員

　

市
有
林
ク
ヌ
ギ
売
却
の
実
施
計
画
は
。

財
政
課
長
―

　

本
年
度
は
国
見
町
の
約
３
・
６
ha
の
ク

ヌ
ギ
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。売
却
方
法

と
し
て
公
募
を
原
則
と
し
ま
す
。
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新しい病院の経営方針は
― 医師の確保、安心安全な医療の提供 ―

吉田眞津子議員（市民改革クラブ）一 /般 /質 /問

　

新
し
い
市
民
病
院

　
　
　
　
　
　

づ
く
り
に
つ
い
て

議
員

　

医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
見
通
し
、
計

画
は
。

市
民
病
院
事
務
部
長
―

　

大
分
大
学
、
九
州
大
学
と
密
接
な
関
係
を

保
ち
続
け
な
が
ら
、常
勤
整
形
外
科
医
の
確
保

に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

現
在
、
厳
し
い
病
院
経
営
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
か
。

市
民
病
院
事
務
部
長
―

　

ベ
ッ
ド
数
は
２
８
５
か
ら
最
終
的
に
は

２
０
８
に
な
り
ま
し
た
が
、
病
床
稼
働
率
は

95
・
６
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
。今
の
と
こ

ろ
経
営
は
順
調
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

議
員

　

い
じ
め
の
予
防
対
策
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
の
対
応
は
。

教
育
長
―

　

い
じ
め
の
未
然
防
止
、早
期
発
見
に
は
、学

期
ご
と
に
認
知
調
査
を
実
施
し
、
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
と
回
答
し
た
子
ど
も
に
は
、
現
在
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
学
校
職
員
を
挙

げ
て
面
談
な
ど
を
行
い
、
心
の
様
子
を
聞
き

取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。今
後
も
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
緻
密
に
、
丁
寧
に
観
察
す
る

こ
と
や
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
、い
じ
め
の
未
然
防
止
、早

期
発
見
、早
期
対
応
、そ
し
て
再
発
防
止
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
東
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　

改
訂
に
つ
い
て

議
員　

　

国
東
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
５
年
間
の

実
施
状
況
の
成
果
と
改
訂
に
あ
た
っ
て
留
意

し
た
こ
と
、ま
た
、広
報
活
動
は
ど
う
す
る
の

か
。

人
権
・
同
和
対
策
課
長
―

　

62
の
具
体
的
施
策
を
打
ち
出
し
、
担
当
課

か
ら
の
報
告
に
よ
り
実
施
状
況
の
把
握
に
努

め
て
き
ま
し
た
。改
訂
の
留
意
点
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
前
計
画
を
引
き
継
ぐ
こ
と

や
県
の
「
第
３
次
お
お
い
た
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
こ
と
で
す
。

広
報
に
つ
い
て
は
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
活
用
、
冊
子
は
早

急
に
印
刷
し
、企
業
や
団
体
、各
種
委
員
な
ど

に
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

国
東
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
を
宣
言

す
る
予
定
は
な
い
か
。

人
権
・
同
和
対
策
課
長
―

　

重
要
課
題
で
も
あ
り
、
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

男女共同参画審議会で改訂案を審議
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メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

①　施設整備費の抑制
旧町村役場を利用することにより、
新たな庁舎整備費の抑制が図られ
た。
②　市有財産の有効活用
旧町村役場を利用することにより、
市有財産の有効活用が図られた。

①　市民の利便性の低下
複数の部局に用がある場合は、市民
が庁舎間を移動するため、負担があ
る。
②　施設維持管理経費の増大
老朽化した複数の庁舎維持のため、
多額の管理経費が必要となる。

総合支所を機能充実し
  本庁舎建設の事業費の削減を
― 総合支所方式を堅持しながら本庁舎を建設する―

野田　忠治 議員（新世会）一 /般 /質 /問

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

議
員

　

庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長
―

　

新
庁
舎
の
建
設
検
討
専
門
家
委
員
会
で

は
、
国
東
市
が
分
庁
舎
方
式
を
採
用
し
た
場

合
、
既
存
の
市
有
財
産
を
有
効
活
用
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
南
北
に
長
い
地

理
的
状
況
か
ら
、
庁
舎
の
移
動
に
１
時
間
程

度
必
要
と
な
る
地
域
が
発
生
し
、
市
民
に

と
っ
て
著
し
く
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と

や
、
老
朽
化
し
た
庁
舎
が
多
い
こ
と
か
ら
、

将
来
的
に
大
規
模
な
耐
震
補
強
工
事
な
ど

を
実
施
し
た
と
し
て
も
、
耐
用
年
数
の
大
幅

な
延
長
を
期
待
で
き
な
い
な
ど
と
い
っ
た

デ
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
大
き
い
の
で
、
総
合

支
所
方
式
を
堅
持
し
な
が
ら
、
本
庁
方
式
へ

の
緩
や
か
な
移
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、
公
平

性
・
利
便
性
・
経
済
性
を
考
慮
し
、
市
内
17

カ
所
を
調
査
、
専
門
家
委
員
会
、
市
民
委
員

会
な
ど
の
審
議
を
経
て
、
い
こ
い
の
村
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き
周
辺
、
旧
養
鶏

場
跡
地
の
３
カ
所
が
示
さ
れ
た
が
、
市
民
に

対
し
て
の
開
示
は
。

庁
舎
建
設
室
長
―

　

市
報
や
国
東
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
市
政
懇
談
会
で
説
明
し
、
市
民
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

議
員

　

分
庁
制
の
導
入
ま
た
は
各
支
所
の
配
置
、

機
能
の
強
化
を
図
り
、
市
有
施
設
を
有
効
活

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
―

　

総
合
支
所
方
式
は
堅
持
す
る
が
、
本
庁
舎

の
中
に
権
限
を
集
め
た
ほ
う
が
合
理
的
に

や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

本
庁
に
一
極
集
中
で
は
な
く
一
部
を
分

庁
舎
、そ
し
て
支
所
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
、

本
庁
の
規
模
を
縮
小
し
て
事
業
費
を
減
ら
す

こ
と
を
模
索
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長
―

　

基
金
残
高
が
平
成
30
年
度
に
推
定
で
約

１
２
７
億
に
な
る
こ
と
、
庁
舎
建
設
な
ど
の

大
型
事
業
が
概
算
で
約
80
億
の
事
業
費
で
、

30
年
に
わ
た
り
年
間
８
，３
０
０
万
円
ほ
ど

の
元
利
償
還
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
ア
ス
ト

く
に
さ
き
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
償
還

が
終
わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

分
庁
舎
方
式
の
検
討
に
つ
い
て

　

合
併
時
に
分
庁
舎
方
式
を
採
用
し
た
他
の

自
治
体
で
は
、
合
併
後
数
年
が
経
過
し
た
段

階
で
以
下
の
と
お
り
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
東
市
が
仮
に
分
庁
舎
方
式
を

採
用
し
た
場
合
は
、
既
存
の
市
有
財
産
を
有

効
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、

南
北
に
長
い
地
理
的
状
況
か
ら
庁
舎
へ
の
移

動
に
１
時
間
程
度
必
要
と
な
る
地
域
が
発
生

し
、
市
民
に
と
っ
て
著
し
く
利
便
性
が
低
下

す
る
こ
と
や
、
老
朽
化
し
た
庁
舎
が
多
い
こ

と
か
ら
、
将
来
的
に
大
規
模
な
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
し
た
と
し
て
も
耐
用
年
数
の
大
幅

な
延
長
は
期
待
で
き
な
い
と
い
っ
た
デ
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

（
市
が
平
成
24
年
６
月
に
ま
と
め
た
「
国
東
市

新
庁
舎
建
設　

基
本
構
想
」よ
り
抜
粋
）
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ドクターヘリの運用は
― 年々増加する救急需要に
　　　　　　　対応できると期待しています ―

伊牟田洋史 議員（創世会）一 /般 /質 /問

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

　
　
　
　
　
　

運
用
に
つ
い
て

議
員

　

防
災
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
の
い
き

さ
つ
に
つ
い
て
。

消
防
長
―

　

こ
れ
ま
で
の
防
災
ヘ
リ
は
救
急
専
用
ヘ
リ

で
は
な
く
、
医
師
を
搭
乗
さ
せ
る
の
に
時
間

を
ロ
ス
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
福
岡
県
と
共
同
運
行
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
分
県
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
大
分
県
独

自
で
決
定
し
、
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

議
員

　

ヘ
リ
運
行
の
た
め
の
維
持
経
費
の
市
町
村

負
担
は
。 

消
防
長
―

　

現
在
は
、
国
、
県
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
市
町
村
に
負
担
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

　

離
着
陸
場
を
更
に
増
や
し
て
い
く
予
定

は
。

消
防
長
―

　

防
災
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
と
し
て
市
内
に
は

８
カ
所
あ
り
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
特
に

障
害
物
が
な
け
れ
ば
空
き
地
の
面
積
が
緩
和

さ
れ
る
こ
と
か
ら
新
た
に
７
カ
所
の
申
請
を

し
て
い
ま
す
。
山
間
部
で
発
生
し
た
事
案
を

想
定
し
た
場
合
、
新
た
に
適
地
が
あ
れ
ば
山

間
部
に
も
離
発
着
場
と
し
て
申
請
登
録
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
具
体
的
な
運
用
基
準
は

ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
か
。

消
防
長
―

　

大
分
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
基
準
に
沿
っ
て

定
め
て
い
ま
す
。
当
消
防
本
部
独
自
の
基
準
は

定
め
て
い
ま
せ
ん
。
出
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

れ
ば
、
１
．
生
命
に
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
場

合
、
２
．
生
命
に
危
険
は
な
い
が
緊
急
に
処
置

し
な
け
れ
ば
社
会
復
帰
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

場
合
、
３
．
救
急
現
場
で
の
緊
急
診
断
処
理
に

医
師
を
必
要
と
す
る
場
合
、
４
．
高
度
の
医
療

を
必
要
と
す
る
救
急
患
者
で
あ
っ
て
、
救
急
搬

送
に
長
時
間
を
要
す
る
場
合
や
救
急
車
で
搬
送

す
る
に
は
不
安
定
で
危
険
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
症
状
が
あ
る
場
合
な
ど
で
す
。
最
終
的
に
は

救
急
隊
長
の
判
断
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

大分県の防災ヘリ「とよかぜ」 10月から導入されたドクターヘリ
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成年後見制度について
― 成年後見制度の利用に支援事業の活用を―

大谷　和義議員（新風会）一 /般 /質 /問

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

議
員

　

こ
れ
ま
で
の
禁
治
産
、
準
禁
治
産
に
変
わ

り
、
認
知
症
や
精
神
障
が
い
に
よ
り
判
断
能

力
が
不
十
分
に
な
っ
た
方
を
援
助
す
る
後

見
人
を
家
庭
裁
判
所
が
選
び
、
法
的
に
保
護

す
る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
数
と
周
知

の
方
法
は
。

介
護
保
険
課
長
―

　

こ
の
制
度
の
申
し
立
て
は
、
本
人
、
配
偶

者
、
４
親
等
内
の
親
族
が
直
接
家
庭
裁
判
所

へ
行
う
た
め
、
把
握
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
司

法
統
計
で
は
県
内
で
36
件
で
す
。周
知
に
つ

い
て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
高
齢
者
を
訪
問
す
る
際
に
制
度
の
紹
介

を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
今
後
は
民
生
委
員

や
福
祉
関
係
者
へ
の
啓
発
と
説
明
を
行
い
、

更
な
る
周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員

　

審
判
の
申
し
立
て
費
用
や
後
見
人
へ
の

報
酬
支
払
な
ど
の
利
用
者
へ
の
負
担
軽
減

策
は
あ
る
か
。

介
護
保
険
課
長
―

　

費
用
負
担
の
困
難
な
方
に
対
し
て
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
及
び
認
知
症

　
　

支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

議
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者

数
と
在
宅
介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
へ
の

支
援
策
は
。

介
護
保
険
課
長
―

　

ほ
か
の
介
護
保
険
施
設
や
保
険
的
な
入

所
待
機
の
方
を
除
い
た
推
計
で
１
１
７
人

で
す
。介
護
を
行
う
家
族
の
負
担
軽
減
策
と

し
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。介
護
者

へ
の
支
援
と
し
て
家
族
介
護
教
室
の
開
催
、

介
護
者
手
当
の
支
給
、
家
族
介
護
用
品
の
支

給
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　

消
防
署
本
部
の
移
転

　
　
　
　
　
　
　

建
設
に
つ
い
て

議
員

　

現
在
の
本
署
は
築
40
年
と
老
朽
化
し
、
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
な
く
、
ま
た
東
南
海
・

南
海
地
震
で
は
、
津
波
に
よ
り
浸
水
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
建
設
計
画
が
進
ん
で
い
る
と
聞

く
が
進
捗
状
況
は
。

消
防
長
―

　

平
成
28
年
６
月
か
ら
の
消
防
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
候
補
地
の

選
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。立
地
条
件
と

し
て
災
害
を
受
け
に
く
い
高
台
で
あ
る
こ

と
、
道
路
整
備
を
要
し
な
い
場
所
、
で
き
る

限
り
補
償
費
の
発
生
し
な
い
場
所
、
無
線
環

境
が
良
好
で
災
害
出
動
が
容
易
な
場
所
な

ど
を
具
備
し
た
位
置
で
用
地
を
取
得
し
て

い
き
ま
す
。

老朽化がすすむ国東市消防本部
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「大分空港」を
　　「大分国東半島空港」に

― 現実問題、難しい  ―

木付　親次 議員（新風会）一 /般 /質 /問

　

業
務
改
善
運
動
に
つ
い
て

議
員

　

地
方
自
治
体
の
業
務
改
善
運
動
の
目
的

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
組
織
風
土
・

組
織
の
活
性
化
、
職
員
の
意
識
改
革
、
自
主

性
・
主
体
性
の
向
上
、
創
意
工
夫
、
業
務
の

効
率
化
、
改
善
事
例
の
共
有
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
こ
の
運
動
で
市
役
所

が
変
わ
り
、
市
民
満
足
度
も
向
上
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　
「
国
東
市
カ
イ
ゼ
ン
運
動
実
施
要
領
」
を

作
成
し
、
国
東
市
業
務
改
善
推
進
チ
ー
ム
を

結
成
、
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
の
体
制
を

フ
ォ
ロ
ー
し
、
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
、

管
理
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
実
施
事
例
と
し
て「
持
っ

て
い
る
よ
!
ス
マ
イ
ル
ボ
ト
ル
運
動
」を
実

施
中
で
す
。

　

日
本
風
景
街
道
に
つ
い
て

議
員

　

風
景
街
道
の
狙
い
は
、
沿
道
の
景
観
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
、
食
・
産
物
、
祭
り
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用

し
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
を
目
指
す
も

の
で
、
活
動
の
主
体
は
、
地
域
住
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
国
土
交
通
省
の
事
業
で
あ

る
。
第
17
回
別
府
湾
岸
官
民
交
流
会
議
で
、

国
東
市
、
大
分
市
、
別
府
市
、
杵
築
市
、
日

出
町
で
国
東
市
か
ら
大
分
市
佐
賀
関
ま
で

を
、
別
府
湾
岸
風
景
街
道
と
し
て
登
録
し
よ

う
と
い
う
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
国
東
市
の

取
り
組
み
と
登
録
後
の
事
業
計
画
は
。 

 

政
策
企
画
課
長
―

　

国
東
市
と
し
て
は
、
国
道
２
１
３
号
線
単

独
で
国
東
ら
し
い
街
道
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
街

道
名
で
登
録
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
市
民
と

の
協
働
や
国
東
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
有
益

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
豊
後
高

田
市
、
姫
島
村
と
の
協
議
を
ふ
ま
え
、
日
本

風
景
街
道
の
登
録
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

　

街
道
の
中
に
大
分
空
港
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
空
港
の
名
前
を
「
大
分
国
東
半
島
空

港
」
に
し
て
は
ど
う
か
。 

市
長
―

　

そ
う
い
う
名
称
を
つ
け
ら
れ
れ
ば
そ
れ
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
実
問
題
な
か

な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

前尼崎市長らを招いて業務改善管理職研修

空の玄関　大分空港
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学校評価と教員評価は
どの観点から

―学校評価は教職員により、教員評価は
　　　　　　授業力、指導力向上のため―

馬場　將郎議員（新風会）一 /般 /質 /問

　

学
校
評
価
に
つ
い
て

議
員

　

学
校
評
価
の
観
点
と
基
準
は
。

教
育
長
―

　

教
育
方
針
を
受
け
て
教
職
員
自
ら
行
う

評
価
と
し
て
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
細
部
に
わ
た
る
評
価
と
、

評
議
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
が
学
校
行
事

に
参
加
し
子
ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら
や
教

職
員
の
学
校
評
価
の
結
果
に
よ
り
行
う
評

価
が
あ
り
ま
す
。

議
員

　

評
価
の
基
準
は
。

教
育
長
―

　

学
校
に
よ
っ
て
４
段
階
、
５
段
階
評
価
が

あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
統
一
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
50
項
目
の
評
価
項
目
が
あ
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。

議
員

　

評
価
結
果
は
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長
―

　

こ
の
学
校
評
価
に
よ
り
学
校
運
営
の
改

善
を
図
り
ま
す
。評
価
を
受
け
て
、計
画
、実

践
、評
価
、修
正
を
学
期
ご
と
に
行
い
ま
す
。

議
員

　

学
校
評
価
は
公
表
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
―

　

学
校
ご
と
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
評
議
員
会
、

学
校
だ
よ
り
で
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
の
声
を
聞

き
な
が
ら
評
価
を
も
と
に
成
果
や
課
題
を
整

理
し
、
次
に
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

議
員

　

教
職
員
の
評
価
は
。

教
育
長
―

　

狙
い
の
一
つ
め
は
教
職
員
の
資
質
や
能

力
の
向
上
、
二
つ
目
は
学
校
組
織
の
活
性
化

で
す
。教
育
委
員
会
が
校
長
、
教
頭
を
評
価

し
ま
す
。２
人
が
１
次
、２
次
と
評
価
し
、項

目
は
学
校
経
営
能
力
や
職
員
へ
の
育
成
力

を
含
め
10
項
目
あ
り
ま
す
。教
職
員
は
学
習

指
導
、
生
徒
指
導
力
、
企
画
力
や
責
任
感
や

積
極
性
な
ど
10
項
目
で
学
校
の
管
理
職
が

評
価
し
ま
す
。

　

保
育
料
の
徴
収
基
準
の

　
　
　
　
　
　

見
直
し
に
つ
い
て

議
員

　

３
歳
未
満
の
第
２
子
は
、
兄
弟（
姉
妹
）が

い
れ
ば
４
分
の
１
、
小
中
学
生
が
い
れ
ば
２

分
の
１
に
、
ま
た
第
３
子
で
あ
れ
ば
３
歳
以

上
で
も
無
料
に
し
て
は
。国
東
市
の
Ｐ
Ｒ
に

も
な
る
が
。

福
祉
事
務
所
長
―

　

保
育
料
見
直
し
の
細
分
化
に
よ
り
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。第
３
子

以
上
の
３
歳
以
上
の
無
料
化
は
対
象
63
人

で
年
間
１
，
６
２
０
万
円
と
試
算
さ
れ
、
長

期
的
財
源
を
有
す
る
た
め
厳
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

市
長
―

　

子
育
て
環
境
に
つ
い
て
財
源
を
含
め
対

策
を
講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
「
津
波
対
策
に
つ
い
て
・
高
齢
者

や
体
の
不
自
由
な
人
に
対
す
る
避
難
誘
導

策
は
」な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

元気に遊ぶ安岐保育所の園児
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生放送された決算特別委員会（９月25日）

行政視察レポート行政視察レポート

学校訪問レポート学校訪問レポート

市
議
会
の
ケ
ー
ブ
ル

　

テ
レ
ビ
生
放
送
を
拡
大

〜
議
案
質
疑
・
予
算
特
別
委
・

　
　
　
　

決
算
特
別
委
も
放
送
〜

市
議
会
の
ケ
ー
ブ
ル

　

テ
レ
ビ
生
放
送
を
拡
大

〜
議
案
質
疑
・
予
算
特
別
委
・

　
　
　
　

決
算
特
別
委
も
放
送
〜

９
月
定
例
会
委
員
会
報
告

９
月
定
例
会
委
員
会
報
告

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

国
東
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環

で
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
に
加
え
て
、
定

例
会
の
議
案
質
疑
、
予
算
特
別
委
員
会
、
決

算
特
別
委
員
会
も
国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
生
放
送
を
始
め
ま
し
た
。
９
月
定
例
会

で
は
、
議
案
質
疑
、
一
般
質
問
、
決
算
特
別

委
員
会
を
放
送
し
ま
し
た
。 

　

今
後
も
よ
り
身
近
な
議
会
と
な
る
よ
う
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
承
認
１
件
、
議

案
６
件
、
計
７
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
14
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
消
防
長
及
び
関
係
課
長
等

の
出
席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り

討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
承
認
１
件
、
議

案
７
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
14
日
に
委
員
会

を
開
催
し
関
係
課
長
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り

討
論
も
な
く
全
員
異
議
も
な
く
原
案
ど
お
り
承

認
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
88
号
平
成
24
年
度
国
東
市
民
病
院
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
は
、

扶
養
手
当
が
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
書
の
中
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
た
と
き

は
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
、
ま
た
、
市
当
局
と

情
報
を
共
有
す
る
よ
う
に
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
承
認
１
件
、
議

案
８
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
14
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席
説
明
を
求
め
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り

討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
77
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

の
関
係
部
分
の
６
款
農
林
水
産
費
、
１
項
農
業

費
、
４
目
果
樹
園
芸
費
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
当

委
員
会
で
は
、
長
時
間
議
論
を
尽
く
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
事
業
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
詳
細

な
資
料
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
審
査

が
図
れ
る
よ
う
配
慮
を
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
案
第
95
号
財
産
の
無
償
貸
与
に
つ
い

て
は
、
８
月
に
こ
の
関
係
で
執
行
部
か
ら
報
告
を

受
け
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
、
「
そ
の
後
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
が
な
い
ま
ま
で
あ
る
」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
委
員
会
へ
の
報
告

な
ど
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
の
よ
り
迅
速
な
対
応

を
望
み
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り

討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
付　

親
次

委
員
長　

木
田　

憲
治

委
員
長　

一
丸　

政
春
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富来小学校で避難路を確認（8月 10日）

阿南市で庁舎建設の説明を受ける産業建設委員

産業建設常任委員会　7／26～28
徳島県阿南市・香川県小豆島町

文教厚生常任委員会　8／7・9・10

行政視察レポート行政視察レポート政視察レポー察察行行 トト政政行行 視視視視察察察レレポポポポ察察行行政視察政政 ーーポ視視察察察察察視視察行行行行政視察レポポポ行政視察レポート行政視察レポート行政視察レポート
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　7 月 26 日から 28 日にかけて、徳島県阿南市と
香川県小豆島町で行政視察研修を行いました。研
修先にあたっては、市役所の庁舎建設を計画また
は建設中の自治体として阿南市に、また、農業振
興対策として市内で栽培が始まっているオリーブ
について研修先に小豆島町を選定しました。
　阿南市の本庁舎建設について、計画から実施ま

での説明を受けたところです。平成16年に庁舎建
設基金条例を制定して検討が始まり、市民懇話会
やパブリックコメントの実施などを経て、平成20
年度末に建設を決定しています。時間をかけて議
会と市当局、市民が検討・協議を重ねての建設で
あるということが分かりました。国東市は厳しい
財政の中で建設を計画しており、建設費節約と市
民サービスや震災時の拠点となる庁舎として十分
検討して建設する事が大切だと認識しました。
　小豆島のオリーブ栽培は日本で初めて経済的な
栽培に成功した地域であり、オリーブ栽培の状況
や加工流通などについてお聞きしました。そして、
オリーブ栽培はどこでもできるものではなく、農
業の基本である、適地・適作が重要であり、国東
市においても栽培地の選定に十分に注意する様に
指導を受けたところです。

委員長 一丸　政春

委員長 木付　親次
　８月７日、９日、10 日の３日間に国東市内の幼
稚園および小・中学校の訪問を行いました。
　今年は、各校における小中学校との連携や災害
時における対応、家庭・地域と学校との交流状況、
そして、先日発表された学力テストの結果につい
て今後の取り組みなどを中心に質疑を行いました。
　各学校とも、家庭や地域との情報交換を行い、
地域行事への積極的な参加や地域住民の学習支援
員としての協力もあり、小中学校における公開授
業ではそれぞれの教員が互見授業を行うなどして
指導力アップを図っていると説明を受け、生徒に
対する学力向上支援として、個人のレベルに合わ
せ教員全体がチームとなって対応するということ
であり、児童生徒に対する質の高い学習環境づく
りに取り組んでいることが感じられました。
　しかし、生徒数の減少による統合により校区の
拡大に伴う通学路の安全確保やスクールバスの運
行等に課題や問題が生じていること、災害時の避

難に関しては、避難場所はあるが避難路は未整備
であったこと、校舎内の風通しが悪く壁一面にカ
ビが発生するなどの環境改善について早急な対策
を図るように求めました。
　今後の検討課題として、生徒数の減少による児
童・生徒を取り巻く環境について地域と行政が今
後の政策・支援をどう行うべきかを考えたいと思
います。
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国東市議会トピックス

　市民の皆さんと議員が直接語り合う議会報告会を下記の日程で開催します。昨年度、初めて開催し、議会
の活動状況などを説明しました。また多くの市民の皆さんから質問や意見をいただきました。
　今年度も議員が２班に分かれ、４つの会場で開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。

今年も開催! 議会報告会へお越しください
●専決処分の承認を求めることについて（平成24年度国東市一般会計補正予算第４号）
●地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基く健全化判断比率の算定について
●地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基く資金不足比率の算定について
●平成23年度国東市一般会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市立国東自動車学校特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市特定環境保全公共下水道事業歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市浄化槽設置事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市工業用水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成23年度国東市民病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について
●平成24年度国東市一般会計補正予算 (第５号）
●平成24年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市介護保険事業特別会計補正予算 (保険事業勘定第１号 介護サービス事業勘定第１号）
●平成24年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市工業用水道事業特別会計補正予算（第１号）
●平成24年度国東市民病院事業特別会計補正予算（第１号）
●国東市温泉宿泊施設の設置及び管理条例の制定について
●国東市母子・父子家庭医療費助成に関する条例の全部改正について
●国東市防災会議条例の一部改正について
●国東市災害対策本部条例の一部改正について
●国東市税条例の一部改正について
●国東市火災予防条例の一部改正について
●財産の無償貸付について
●人権擁護委員の推薦について
●人権擁護委員の推薦について

・・・・・・・・・・・・ 承認
・・・・・・・・・・・・・・ 報告

・・・・・・・・・・・・・・・ 報告
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 認定

・・・・・・・・・・・・・認定
・・・・・・・・・・・・・・・・認定
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・・・・・・・・・・・・・・・・・認定
・・・・・・・・・・・・・・・・・認定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認定
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適任
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適任

●東九州自動車道北九州～大分～宮崎間の平成26年度までの全線開通を求める意見書案
●地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書案

・・・・・・・・・・・ 可決
・・・・・・・・・・・ 可決
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パブリックコメントを募集しています
　国東市議会では、議会の基本理念や議員の責務、
活動原則などを明記した「国東市議会基本条例」
の制定にむけ検討しており、条例の素案をとりま
とめました。条例の制定に向け、市民の皆さんか
ら広くご意見をいただきたく、パブリックコメン
トを募集しています。
　お寄せいただいたご意見は個別に回答はしませ
んが、条例案に対する貴重なご意見として参考に
させていただきます。

【意見提出ができる人】　国東市民
【募集期間】　11 月 30 日（金）まで
【条例素案の閲覧場所】　議会事務局またはホームページ
【意見の提出方法】　「パブリックコメント意見提出用紙」
　　　　　　　　　（ダウンロード可）
　または任意の用紙に①氏名②住所③ご意見を記入し持参さ
れるか、郵送、FAX、Eメールのいずれかの方法で提出して
ください。
【意見の提出先】　国東市議会事務局
〒873－0293　国東市安岐町中園 100　FAX　0978－72－5170
E メール　 shigikai@city.kunisaki.lg.jp

議案等議決結果一覧
平成24年第３回定例会（平成24年９月７日～９月28日）

【市長提出議案】

【議員発議】



　７月に発生した集中豪雨により、竹田市、
中津市、日田市は床上浸水や家屋の崩壊など、
甚大な被害に見舞われました。８月９日（木）、
清國仁士議長と野田忠治副議長が各市議会を
訪れ、議員全員による災害見舞金、10 万円ず
つを届けました。

　９月８日（土）、津久見市立第１中学校グラ
ウンドで開催されました。初戦、日田市議会
チームには 16－０で快勝。続いて行われた竹
田市議会チームとの対戦は４－11 で破れまし
た。

　９月28日（金）、講師に宇佐市隣保館指導
員の下山元文さんを招き同和問題について学
習しました。安岐総合支所の職員も合同で、
今後の同和教育のあり方などについて確認し
ました。

　10 月１日（月）、国見町営ゲートボール場
にて開催され、市議会からも１チーム参加し
ました。日頃から練習を重ねているほかのチー
ムの皆さんには歯が立ちませんでしたが、参
加者の方との交流を深めることができました。

昨年の議会報告会（武蔵会場）

下山講師（左）の話を聞く議員ら

武下英二・中津市議会議長（左）に見舞金を渡す
清國議長（中央）と野田副議長

“市議会チーム”としてプレー

天候にも恵まれ、団結を深めることができました

市議会トピックス国東市議会トピックス国東市議会トピックス国東市議会トピックス

　市民の皆さんと議員が直接語り合う議会報告会を下記の日程で開催します。昨年度、初めて開催し、議会
の活動状況などを説明しました。また多くの市民の皆さんから質問や意見をいただきました。
　今年度も議員が２班に分かれ、４つの会場で開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。

　市民の皆さんと議員が直接語り合う議会報告会を下記の日程で開催します。昨年度、初めて開催し、議会
の活動状況などを説明しました。また多くの市民の皆さんから質問や意見をいただきました。
　今年度も議員が２班に分かれ、４つの会場で開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。

今年も開開開開今年も開開開開今年 開開今年も 催催催催催!! くださいしく議会報告会へお越しくく越しくだお ださ告会へお い会報告会へお越 さい会報告会へ だ議会報告会へお越報 お いお越議会報告会へお越議会報告 だくださ議会報告会へお越しく いい会報告会へお だ今年も開催! 議会報告会へお越しください今年も開催! 議会報告会へお越しください

【日時と会場】

●国見町　国見生涯学習センターみんなんかん
 11月21日（水）

●国東町　アストくにさき　マルチホール
 11月15日（木）

●武蔵町　武蔵保健福祉センター
 11月21日（水）

●安岐町　安岐総合支所２階会議室
 11月15日（木）

 いずれも午後６時からです。

集中豪雨で被災した３市へお見舞い集中豪雨で被災した３市へお見舞い 第65回  県体議員ソフトボール大会第65回  県体議員ソフトボール大会

人権学習会を実施人権学習会を実施 議長杯　ゲートボール大会議長杯　ゲートボール大会

国東市議会だより 28号27



国東市議会の虚礼廃止にご協力を
　年末年始にかけて、お歳暮や年賀状を出
す機会が多い季節ですが、議員が答礼とし
て直筆で出すこと以外は公職選挙法で禁止
されています。
　市民の皆さまのご理解・ご協力をお願い
します。
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次

TEL(0978)72-5196
FA
X
(0978)72-5170

７月

８月

９月

10月

11月

次回定例会の開催予定は、

☎0978-72-5196（直通）

12月上旬です

傍聴を希望される方は、議会事務局まで
ご連絡ください。また、当日の受付も
行っています。

議会改革特別委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会

議会運営委員会
議会改革特別委員会
文教厚生常任委員会学校訪問
文教厚生常任委員会学校訪問
産業建設常任委員会
文教厚生常任委員会学校訪問
議会改革特別委員会
議会運営委員会

議会改革特別委員会
平成２４年第３回定例会
全員協議会
議会広報編集特別委員会
全員協議会
総務常任委員会
文教厚生常任委員会
産業建設常任委員会
議会改革特別委員会
決算特別委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
議会運営委員会
人権学習会

議長杯　ゲートボール大会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
議会改革特別委員会
全国市議会議長会研究フォーラム（愛媛県）
議長杯　グラウンドゴルフ大会
議会広報編集特別委員会
大分県市議会議長会副議長研修会（日田市）
議員定数に関する意見交換会
大分県市議会議長会議長研修会（長野県・新潟県）
総務常任委員会行政視察（静岡県・山梨県）
文教厚生常任委員会行政視察（静岡県・愛知県）
大分県市議会議長会議員研修会（大分市）

全国民間空港所在都市議会協議会臨時総会
（石川県）

３０日

３日
６日
７日
９日

　　　　
１０日
２０日
３０日

４日
７日～２８日

７日
７日
１３日
１４日

19日
２５日～２６日

２６日
２８日

１日
９日

１0日～１1日
１５日

１6日
１７日～１９日
２３日～２５日
２４日～２６日

２９日

１日～２日


